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会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら

当
会
の
活
動
に
深
い
ご
理
解
と
温
か
い

ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

年
始
か
ら
能
登
半
島
地
震
災
害
や
羽
田

空
港
に
お
け
る
航
空
機
の
衝
突
事
故
な

ど
、
目
を
覆
う
ば
か
り
の
光
景
が
報
道

さ
れ
ま
し
た
が
、
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
等
で
の
ア
ス
リ
ー
ト

の
活
躍
、
あ
る
い
は
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
の
受
賞
な
ど
、
明
る
い
話
題
も
多
か
っ

た
一
年
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

ま
た
、
当
会
に
と
っ
て
は
、
結
成
か

ら
30
周
年
を
迎
え
た
節
目
の
年
で
あ
り

ま
し
た
の
で
、
研
修
旅
行
に
つ
い
て
は
、

日
本
赤
十
字
社
の
初
代
社
長 

佐
野 
常

民
公
と
副
社
長 

大
給 

恒
公
の
墓
所
に

お
参
り
す
る
と
と
も
に
、
日
本
赤
十
字

社
本
社
に 

清
家 

篤
社
長
を
訪
問
す
る

等
の
行
程
で
赤
十
字
を
学
び
ま
し
た
。

研
修
旅
行
の
全
容
は
、
中
野
武
さ
ん
の

旅
行
記
に
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
が
、

私
か
ら
は
、
清
家
社
長
と
の
有
意
義
な

懇
談
の
中
で
印
象
に
残
っ
た
お
話
を
お

伝
え
し
ま
す
。

日
本
赤
十
字
社
の
活
動
の
財
政
基
盤

は
寄
付
金
で
す
が
、
清
家
社
長
曰
く

『
日
赤
へ
の
寄
付
に
は
〝
困
難
な
状
況

に
あ
る
人
た
ち
を
助
け
た
い
＝
温
か
い

気
持
ち
〟
が
一
緒
に
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
の
で
、
単
な
る
マ
ネ
ー
フ
ロ
ー
（
お

金
の
流
れ
）
で
は
な
く
、〝
マ
イ
ン
ド

フ
ロ
ー
（
心
の
流
れ
）〟
で
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。』
と
、
経
済
学
と
寄
付
行

為
を
関
連
付
け
て
話
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
ま
た
、
健
康
長
寿
に
触
れ
、
そ

の
秘
訣
と
し
て
、
①
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム

（
楽
観
主
義
）、
②
ス
モ
ー
ル
ハ
ピ
ネ
ス

（
小
さ
な
幸
せ
を
感
じ
る
）、
③
ア
ル
ト
ゥ

ル
ー
イ
ズ
ム
（
利
他
性
）
が
重
要
で
あ

る
こ
と
を
紹
介
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
長

寿
研
究
に
係
る
長
年
に
わ
た
る
調
査
で

は
、
特
に
利
他
性
の
強
い
人
が
長
寿
の

傾
向
に
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
て
い

る
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
利
他
性
を
持

つ
こ
と
は
、
個
人
の
み
な
ら
ず
、
社
会

全
体
の
健
全
性
や
幸
福
、
い
わ
ゆ
る
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
も
つ
な
が
る
と
も
話

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

現
代
社
会
は
、
多
様
化
・
複
雑
化
し

て
い
る
中
で
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い

ま
す
が
、
多
く
の
人
々
に
共
通
す
る
問

題
は
、
自
然
災
害
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
国
内
の
各
地
で
は
気
候
変
動
に

起
因
す
る
豪
雨
・
豪
雪
災
害
の
ほ
か
、

地
震
災
害
も
頻
発
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
海
外
で
は
、
長
期
化
・
深
刻
化
す

る
紛
争
や
内
戦
も
あ
り
、
未
曽
有
の
人

道
危
機
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
事
態
に
対
し
、
常
に
赤
十
字

が
人
道
支
援
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た

こ
と
は
、
周
知
の
事
実
で
あ
り
ま
す
。

今
年
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
30

年
を
迎
え
ま
す
。
犠
牲
と
な
ら
れ
た

方
々
に
鎮
魂
の
祈
り
を
さ
さ
げ
る
と
と

も
に
、
復
興
の
歩
み
を
進
め
た
皆
さ
ま

に
敬
意
を
表
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
赤
十
字
が
〝
人
間
の
い
の
ち

と
健
康
、
尊
厳
を
守
る
〟
使
命
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
あ
ら
た
め
て

当
会
と
し
て
赤
十
字
活
動
へ
の
支
援
の

輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
今
年
一
年
が
皆
さ
ま
に
と

り
ま
し
て
、
健
や
か
で
実
り
多
き
年
と

な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し

て
、
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

長
野
県
赤
十
字
有
功
会

　
　
　
　

会
長

　浅
井 

隆
彦

ご
あ
い
さ
つ

ご
あ
い
さ
つ
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日
本
赤
十
字
社
名
誉
総
裁
の
皇
后
陛
下
、
同
名
誉
副
総
裁
の
秋

篠
宮
皇
嗣
妃
殿
下
、
常
陸
宮
妃
華
子
殿
下
、
寛
仁
親
王
妃
信
子
殿
下
、

高
円
宮
妃
久
子
殿
下
の
ご
臨
席
を
仰
ぎ
、
令
和
6
年
全
国
赤
十
字

大
会
が
5
月
15
日
、
東
京
・
渋
谷
の
明
治
神
宮
会
館
で
開
催
さ
れ
、

全
国
か
ら
赤
十
字
社
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
代
表
な
ど
約
1
，

6
0
0
人
が
参
加
、
当
会
か
ら
も
2
名
の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

令
和
6
年
5
月
28
日
、
第
31
回
長
野
県
赤
十

字
有
功
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
1
部
総
会
で
は
、
浅
井
会
長
の
挨
拶
に
続

き
、
議
事
で
は
第
1
号
議
案
「
令
和
5
年
度
事

業
報
告
及
び
収
支
決
算
」、
第
2
号
議
案
「
令

和
6
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び
収
支
予
算

（
案
）」、
第
3
号
議
案
「
役
員
改
選
」
に
つ
い

て
そ
れ
ぞ
れ
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
6
年
度
新
役
員
は

別
記
の
と
お
り
で
す
。
そ
の
後
の
表
彰
伝
達
で

は
、
関
副
支
部
長
か
ら
紺
綬
褒
章
、
厚
生
労
働

大
臣
感
謝
状
、
社
資
功
労
感
謝
状
及
び
赤
十
字

有
功
章
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
3
部
講
演
で
は
、
日
本
赤
十
字
社
長
野
県

支
部 

德
武
組
織
振
興
課
長
よ
り
、
能
登
半
島

地
震
に
か
か
る
救
護
活
動
報
告
の
後
、
日
本
赤

十
字
社
国
際
部
企
画
課 

樫
村
美
穂
氏
よ
り
「
日

本
赤
十
字
社
の
国
際
活
動
に
つ
い
て
」
と
題
し

て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
及
び
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ガ
ザ
地
区

で
の
人
道
危
機
へ
の
赤
十
字
の
対
応
を
中
心
に

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
後
に
「
赤
十
字

こ
の
１
年 

令
和
５
年
度
」
の
D
V
D
上
映
を

行
い
ま
し
た
。 令

和
６
年
度

令
和
６
年
度  

有
功
会
総
会
の
開
催

有
功
会
総
会
の
開
催

記

長
野
県
赤
十
字
有
功
会
役
員
（
敬
称
略
）

	

世
話
人	

小
根
山 

克
雄
（
長

野

市
）

	

監
事	

町
田 

　
邦
男
（
上
水
内
郡
）

令
和
６
年
全
国
赤
十
字
大
会
へ
の
参
加

令
和
６
年
全
国
赤
十
字
大
会
へ
の
参
加

全国赤十字大会（明治神宮会館）

受章された方々
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毎
年
5
月
の
赤
十
字
運
動
月
間
に
開

催
さ
れ
て
い
る
こ
の
大
会
は
、
赤
十
字

事
業
の
発
展
に
尽
く
し
た
功
労
者
を
表

彰
し
、
日
頃
の
活
動
に
感
謝
す
る
場
で

あ
り
、
今
年
度
は
本
県
の
藤
原
忠
彦
様

（
元
全
国
町
村
会
長
）
を
始
め
、
全
国
か

ら
個
人
・
法
人
の
代
表
13
名
・
社
に
金

色
・
銀
色
有
功
章
が
皇
后
陛
下
か
ら
授

与
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
清
家
篤
社
長

は
式
典
冒
頭
で
、
令
和
6
年
1
月
1
日

に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
に
お
け
る

全
国
か
ら
の
寄
付
や
赤
十
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
力
に
感
謝
の
意
を
表
明
す
る
と

と
も
に
、
人
道
危
機
が
絶
え
な
い
世
界

情
勢
に
お
い
て
も
赤
十
字
運
動
を
推
進

す
る
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

実
践
活
動
報
告
で
は
、
金
沢
星
稜
大

学
学
生
赤
十
字
奉
仕
団
の
大
久
保
百
茄

さ
ん
か
ら
は
令
和
6
年
能
登
半
島
地
震

に
お
け
る
奉
仕
団
の
取
り
組
み
を
、
大

阪
赤
十
字
病
院
看
護
部
看
護
係
長
・
川

瀬
佐
知
子
さ
ん
か
ら
は
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ガ

ザ
に
お
け
る
医
療
支
援
に
つ
い
て
、
紛
争

前
の
取
り
組
み
と
紛
争
後
の
現
状
に
つ

い
て
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
2
人
の
報

告
に
、
皇
后
陛
下
な
ら
び
に
各
妃
殿
下

は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

昨
年
は
九
州
地
方
に
旅
し
日
本
赤
十

字
社
の
前
身
博
愛
社
、
そ
の
誕
生
の
契

機
と
な
っ
た
西
南
戦
争
の
戦
跡
、
佐
賀

県
の
佐
野
常
民
記
念
館
、
熊
本
県
の
田

原
坂
古
戦
場
、
熊
本
城

を
訪
問
。
今
回
は
11
月

28
日
か
ら
東
京
に
旅
行

し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は

「
日
本
赤
十
字
社
訪
問
・

ゆ
か
り
の
地
め
ぐ
り
2

日
間
」
で
す
。

第
1
日
目
は
東
京
駅

に
集
合
し
て
観
光
バ
ス

に
乗
車
。
長
野
県
赤
十

字
有
功
会
浅
井
会
長
の

ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
ず
訪
れ
た
の

は
青
山
霊
園
。
日
本
赤

十
字
社
（
以
下
日
赤
）

の
前
身
博
愛
社
の
創
始
者
、
日
赤
初
代

社
長
佐
野
常
民
公
の
お
墓
参
り
。
佐
野

常
民
は
1
8
2
2
年
佐
賀
に
誕
生
。

1
8
6
7
年
参
加
し
た
パ
リ
万
博
で
赤

中
野
　
武

令
和
６
年
度
　
長
野
県
有
功
会
研
修
旅
行
の
ご
報
告

令
和
６
年
度
　
長
野
県
有
功
会
研
修
旅
行
の
ご
報
告

十
字
を
知
り
、
翌
年
の
西
南
戦
争
で
敵

味
方
区
別
な
く
傷
病
者
救
護
に
あ
た
る

博
愛
社
の
設
立
に
奔
走
。
1
8
8
7
年

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
調
印
で
誕
生
し
た
日

東
京
東
京
・・
赤
十
字

赤
十
字
ゆ
か
り
の
地

ゆ
か
り
の
地

��

め
ぐ
り

め
ぐ
り
22
日
間
日
間
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赤
の
運
営
に
尽
力
。
没
年
は
1
9
0
2

年
12
月
7
日
79
歳
。
常
民
は
適
塾
に
学

び
蘭
方
医
と
し
て
活
躍
、
の
ち
藩
命
で

佐
賀
藩
の
海
軍
力
整
備
に
注
力
。
維
新

後
は
元
老
院
議
員
、
枢
密
顧
問
官
を
務

め
、
日
赤
は
じ
め
多
く
の
公
的
機
関
や

団
体
の
組
織
運
営
に
参
画
。
墓
参
で
は

佐
賀
七
賢
に
列
せ
ら
れ
た
先
人
の
功
績

を
大
い
に
偲
び
ま
し
た
。

午
後
は
日
赤
本
社
訪
問
で
す
。
本
社

総
務
企
画
部
津
田
参
事
監
お
よ
び
救

護
・
福
祉
部
中
村
防
災

業
務
課
長
、
長
野
県
支

部
伊
藤
事
務
局
長
が
お

出
迎
え
。
入
構
許
可
証

を
頂
き
、
1
階
の
赤
十

字
プ
ラ
ザ
で
国
際
赤
十

字
、
そ
し
て
我
が
国
の

赤
十
字
運
動
の
展
示
を

見
学
。
そ
の
あ
と
7
階

に
清
家 

篤
社
長
を
訪

問
し
ま
し
た
。
清
家
社

長
は
ご
存
知
の
よ
う
に

慶
應
義
塾
長
を
務
め
ら

れ
た
経
済
学
者
で
す
。

ま
ず
津
田
氏
か
ら
赤
十

字
の
現
況
、
2
0
2
5

年
大
阪
万
博
で
の
国
際
赤
十
字
・
赤
新

月
運
動
館
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
パ
リ
万
博
の
赤
十
字
パ
ビ
リ
オ
ン

で
、
佐
野
常
民
の
赤
十
字
活
動
と
の
出

会
い
が
あ
り
、
今
回
の
大
阪
万
博
で
も

赤
十
字
活
動
を
広
く
世
界
に
発
信
さ
れ

る
と
の
こ
と
。
懇
談
の
機
会
も
あ
り
円

形
テ
ー
ブ
ル
に
社
長
を
囲
む
形
で
着
座

し
身
近
で
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
令
和
6
年
前
半
に
相
次
い
だ
能

登
半
島
災
害
へ
の
長
野
県
支
部
と
各
施

日本赤十字社　清家社長（本社）

赤十字情報プラザ
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し
く
も
29
日
は
第
2
1
6
回
臨
時
国
会

初
日
で
国
会
周
辺
は
厳
重
な
警
戒
体
制

下
に
あ
り
ま
し
た
。
衆
議
院
を
見
学
し

た
あ
と
皆
さ
ん
と
国
会
正
面
で
写
真
撮

影
。
国
会
前
庭
に
は
全
国
47
都
道
府
県

の
木
が
南
北
順
に
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

長
野
県
の
白
樺
は
暑
か
っ
た
夏
の
せ
い

か
元
気
が
な
い
の
が
気
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
国
会
見
学
の
あ
と
は
大
給 

恒
の
墓
参
。
ご
存
知
の
よ
う
に
佐
久
龍

岡
城
主
で
信
州
に
つ
な
が
り
あ
る
方
で

す
。
博
愛
社
と
日
赤
誕
生
の
功
労
者
で
、

佐
野
常
民
が
日
赤
の
父
、
大
給 

恒
は

日
赤
の
母
と
呼
ば
れ
ま
す
。
墓
所
は
渋

設
か
ら
の
援
助
活
動
、
長
野
県
民
か
ら

の
ご
支
援
に
感
謝
の
お
言
葉
を
戴
き
ま

し
た
。
参
加
者
の
質
問
に
被
災
地
避
難

環
境
改
善
、
若
い
世
代
へ
の
赤
十
字
の

広
報
、
青
少
年
赤
十
字
活
動
の
取
り
組

み
、
さ
ら
に
広
く
、
善
意
の
循
環
（
マ

ネ
ー
フ
ロ
ー
で
は
な
く
マ
イ
ン
ド
フ

ロ
ー
）、
利
他
の
心
の
大
切
さ
な
ど
を

熱
く
語
ら
れ
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

最
後
は
社
長
を
囲
ん
で
集
合
写
真
を
撮

影
し
本
社
を
後
に
し
ま
し
た
。

2
日
目
は
国
会
議
事
堂
を
見
学
。
奇

国会議事堂

大給恒公 墓所（祥雲寺）
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谷
区
広
尾
の
祥
雲
寺
墓
地
。
祥
雲
寺
の

臨
済
宗
瑞
泉
山
香
林
院
は
1
6
6
5
年

三
河
大
給
藩
松
平
乗
次
が
開
基
。
徳
川

家
の
縁
戚
関
係
に
あ
る
大
名
の
加
護
で

発
展
。
こ
の
付
近
は
空
襲
の
被
害
は
な

く
古
い
時
代
の
墓
石
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
祥
雲
寺
は
ま
た
信
濃
飯
田
藩
堀
家

の
菩
提
寺
。
渋
谷
区
指
定
有
形
文
化
財

を
示
す
説
明
銘
板
に
は
「
香
林
院
と
大

給
恒
の
墓
」
と
あ
り
〝
大
き
な
墓
碑
に

は
「
枢
密
院
顧
問
官
　
正
二
位
勲
一
等
　

伯
爵
大
給
恒
墓
　
明
治

四
十
三
年
一
月
六
日
薨
」

と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

竜
（
龍
）
岡
城
は
江
戸

時
代
最
後
の
城
郭
建
築

で
函
館
五
稜
郭
と
同
じ

西
洋
様
式
の
築
城
。
松

平
は
維
新
後
に
大
給
と

改
め
新
政
府
に
出
仕
、

要
職
を
務
め
明
治
11
年

に
賞
勲
局
副
総
裁
、
28

年
総
裁
。
日
本
の
勲
章

制
度
の
礎
を
作
り
日
本

古
来
の
伝
統
に
基
づ
く

勲
章
デ
ザ
イ
ン
を
生
み

出
し
た
こ
と
で
も
知
ら

れ
ま
す
。
明
治
10
年
佐
野
常
民
と
共
に

日
赤
の
前
身
博
愛
社
を
創
設
し
副
総

裁
〟。
以
上
当
該
銘
板
の
抜
粋
要
約
で
す
。

午
後
は
迎
賓
館
赤
坂
離
宮
を
見
学
。

外
国
の
国
家
元
首
な
ど
賓
客
を
お
迎
え

し
外
交
活
動
や
国
際
会
議
を
開
催
す
る

内
閣
府
施
設
で
、
2
0
1
６
年
か
ら
一

般
公
開
の
機
会
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

明
治
時
代
後
半
に
東
宮
御
所
と
し
て
建

て
ら
れ
た
ネ
オ
バ
ロ
ッ
ク
様
式
建
築
は
、

完
成
当
時
の
日
本
の
建
築
、
美
術
、
工

芸
の
総
力
を
挙
げ
た
本
格
的
近
代
洋
風

建
築
の
到
達
点
と
さ
れ
ま
す
。
幾
多
の

変
遷
を
経
て
昭
和
49
年
に
現
在
の
形
と

な
り
平
成
18
年
〜
20
年
の
大
規
模
改
修

を
へ
て
国
宝
に
指
定
。
現
在
も
天
上
絵

画
の
修
復
は
続
け
ら
れ
て
お
り
、
私
た

ち
は
朝
日
の
間
、
彩
鸞
の
間
、
羽
衣
の

間
、
花
鳥
の
間
な
ど
を
見
学
。
絵
画
、

陶
器
、
家
具
、
暖
炉
、
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
、

緞
通
、
カ
ー
テ
ン
な

ど
の
調
度
、
鏤
め
ら

れ
た
七
宝
、
螺
鈿
、

紋
章
金
細
工
の
素
晴

ら
し
さ
に
感
銘
し
ま

し
た
。

最
後
に
な
り
ま
す

が
、
食
事
や
交
流
会

は
研
修
旅
行
の
楽
し

み
で
す
。
1
日
目
昼

の
目
黒
雅
叙
園
で
は

食
後
に
百
段
階
段
を

見
学
。
夜
は
隅
田
川

の
東
京
名
物
屋
形
船

で
の
江
戸
情
緒
あ
ふ

れ
る
宴
席
、
そ
し
て

2
日
目
昼
の
築
地
で

は
江
戸
前
の
お
寿
司

を
堪
能
し
ま
し
た
。「
東
京
都
の
木
」

イ
チ
ョ
ウ
の
紅
葉
が
真
っ
盛
り
。
晩
秋

か
ら
初
冬
に
移
り
行
く
都
会
の
景
色
を

車
窓
か
ら
楽
し
み
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
有
意
義
で
楽
し
い
旅
行
に
参
加
さ
れ

た
有
功
会
各
位
、
企
画
さ
れ
た
支
部
職

員
、
そ
し
て
案
内
い
た
だ
い
た
添
乗
員

氏
と
観
光
バ
ス
ス
タ
ッ
フ
に
心
か
ら
感

謝
い
た
し
ま
す
。

 百段階段 企画展（ホテル雅叙園東京）

迎賓館赤坂離宮
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遺贈・相続財産寄付
ご案内パンフレット

WEB広告バナー
（日本赤十字社長野県支部

ホームページ掲載）

近
年
、「
自
分
で
築
い
た
財
産
の
一
部
を
寄
付
し
た
い
」、「
故
人
の
遺
産
を
社
会

の
た
め
に
役
立
て
た
い
」
と
い
う
お
声
を
多
く
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
相
談
さ

れ
る
方
の
き
っ
か
け
は
様
々
で
す
が
、
ひ
と
り
暮
ら
し
で
身
寄
り
や
相
続
先
の
な

い
方
が
増
え
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
財
産
を
寄
付
す
る
こ
と
へ
の
関
心
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

ご
遺
言
等
に
よ
る
ご
寄
付
（
遺
贈
）
や
相
続
財
産
の
ご
寄
付
な
ど
の
尊
い
ご
意

志
に
応
え
る
た
め
、
日
本
赤
十
字
社
長
野
県
支
部
で
は
、
ご
寄
付
の
方
法
や
税
制

上
の
優
遇
措
置
な
ど
を
掲
載
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ
先
　
　
日
本
赤
十
字
社
長
野
県
支
部
　
組
織
振
興
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
話 

0
2
6-

2
1
9-

2
5
6
2

遺

贈
：�

遺
言
に
よ
っ
て
財
産
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
団
体
な

ど
の
第
三
者
に
与
え
る
こ
と

相
続
財
産
寄
付
：�

相
続
に
よ
り
取
得
し
た
財
産
の
全
部
ま
た
は
一
部
を

寄
付
す
る
こ
と

あ
な
た
の
思
い
を
赤
十
字
に

～
遺
贈
・
相
続
財
産
寄
付
を
お
考
え
の
皆
さ
ま
へ
～

令
和
6
年
度
は
長
野
県
支
部
の
要

請
に
応
え
、
長
野
県
赤
十
字
歴
史
資

料
館
の
シ
ロ
ア
リ
防
除
施
工
及
び
改

修
工
事
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
し
た
。
床
下
部
分
に
は
複
数

の
シ
ロ
ア
リ
被
害
が
確
認
さ
れ
て
お

り
、
被
害
箇
所
へ
防
除
薬
剤
を
直
接

注
入
し
た
う
え
、
付
近
の
木
材
及
び

土
壌
に
も
薬
剤
を
散
布
し
ま
し
た
。

赤
十
字
事
業

赤
十
字
事
業
へ
の
へ
の
協
力
協
力

ま
た
、
改
修
工
事
に
つ
い
て
は
、
損

傷
の
激
し
い
外
壁
部
分
に
つ
い
て
、

令
和
７
年
３
月
に
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

長
野
県
赤
十
字
歴
史
資
料
館
で
は
今

後
も
歴
史
あ
る
赤
十
字
資
料
を
展
示
・

公
開
し
、
こ
れ
ま
で
の
先
人
の
努
力
と

功
績
を
よ
り
多
く
の
皆
さ
ま
に
伝
え
て

ま
い
り
ま
す
。

防除施工の様子

シロアリによる被害が見受けられた箇所
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古紙70％の再生紙を使用しています。

個
人吉

岡 

二
郎 

※

個
人池

田 

正
彦
　
　
小
古
井 

豊 

※

山
田 

祐
司

個
人小

口 

邦
彦 

※
　
　
唐
澤 

郁
夫

北
島 

正
悟 

　
　
　
小
古
井 

豊 

※

後
藤 

克
巳 

　
　
　
白
鳥 

郁
夫

塚
田 

次
郎 

※
　
　
中
野 

武 

※

西
澤 

喜
代
子 

※
　
西
村 

宇
哲

納
富 

廣
幸 

　
　
　
東
出 

隆
雄

山
田 

祐
司 

　
　
　
吉
岡 

二
郎 

※

法
人
・
団
体

株
式
会
社
青
木
鐵
工
所

飯
島
建
設
株
式
会
社 

※

株
式
会
社
栄
建 

※

株
式
会
社
エ
イ
ワ
機
工 

※

川
上
陸
送
株
式
会
社

有
限
会
社
春
原
工
業
所

セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
株
式
会
社

善
光
寺
大
勧
進

株
式
会
社
徳
永
電
機 

※

株
式
会
社
と
を
し
や
薬
局

公
益
社
団
法
人
長
野
県
柔
道
整
復
師
会 

※

長
野
赤
十
字
看
護
専
門
学
校
同
窓
会

長
野
通
運
株
式
会
社

有
限
会
社
二
村
不
動
産

株
式
会
社
丸
山
工
務
店

三
澤
会
計
グ
ル
ー
プ
社
員
一
同

株
式
会
社
本
久 

※

個
人池

田 

正
彦
　
　
　
井
原 

信
麿

金
児 

猛
夫
　
　
　
釜
田 

秀
明

坂
本 

芳
子
　
　
　
柴
田 

敬
一
郎 

※

清
水 
啓
二
　
　
　
清
水 

深 

※

袖
山 

治
嗣
　
　
　
土
田 

早
苗

戸
塚 

信
之
　
　
　
西 

正
夫

東
野 

邦
俊
　
　
　
南 

哲
夫

柳
澤 

一
向
　
　
　
山
上 
正
視

山
田 

高
久
　
　
　
山
田 
祐
司

法
人
・
団
体

安
保
塗
装
株
式
会
社

株
式
会
社
Ｎ
ｅ
ｊ
ｉ
Ｌ
ａ
ｗ

株
式
会
社
宮
本
工
業
所

個
人荒

井 

博
文
　
　
　
家
山 

佳
之

石
井 

博
幸
　
　
　
市
瀬 

キ
ミ 

※

小
岩 

國
雄
　
　
　
小
林 

悦
子 

※

原
稿
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
第
32
号
を

発
刊
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

昨
年
は
、
世
相
を
表
す
漢
字
に

「
金
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
世
の
中

の
主
な
出
来
事
、
社
会
動
向
に
応
じ

て
選
ば
れ
た
文
字
で
あ
り
、
佐
渡
島

の
金
山
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
や
新

紙
幣
の
発
行
、
夏
季
五
輪
パ
リ
大
会

で
の
金
メ
ダ
ル
20
個
獲
得
と
い
っ
た

喜
ば
し
い
出
来
事
に
胸
を
躍
ら
せ
た

一
方
、
政
治
の
裏
金
問
題
や
高
額
報

酬
を
求
め
た
闇
バ
イ
ト
に
よ
る
事
件
、

止
ま
ら
な
い
物
価
高
騰
等
、
世
間
を

騒
が
せ
た
数
々
の
ニ
ュ
ー
ス
が
見
受

け
ら
れ
、「
金
（
キ
ン
）」
の
光
の
イ

メ
ー
ジ
と
「
金
（
か
ね
）」
の
影
の

イ
メ
ー
ジ
の
両
面
が
記
憶
に
残
る
一

年
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
も
、
会
員
の
増
強
を
は
じ
め

赤
十
字
事
業
へ
の
更
な
る
ご
支
援
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
有
功
会
事
務
局
）

飯
島
建
設
株
式
会
社

信
越
放
送
株
式
会
社

株
式
会
社
電
算

株
式
会
社
守
谷
商
会

吉
岡 

二
郎

社
資
功
労
感
謝
状

金
色
有
功
章

紺
綬
褒
章

厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状

坂
本 

達
春
　
　
　
柴
田 

房
夫 

※

豊
田 

英
子
　
　
　
中
島 

翔
也

藤
平 

龍
彦
　
　
　
穂
刈 

源
夫

峯
村 

朝
子
　
　
　
若
林 

貞
子 

※

法
人
・
団
体

株
式
会
社
一
球

株
式
会
社
イ
マ
イ
企
画

株
式
会
社
和
美
グ
ル
ー
プ

有
限
会
社
き
り
は
ら
心
斎
館

株
式
会
社
グ
ロ
ー
バ
ル
企
画
設
計

株
式
会
社
ケ
ア
ネ
ッ
ト

有
限
会
社
千
野
自
動
車
整
備
工
場

株
式
会
社
電
弘

長
電
建
設
株
式
会
社

長
野
信
用
金
庫
本
店
営
業
部 

※

株
式
会
社
八
十
二
銀
行 

※

財
団
法
人
北
斎
館

メ
イ
ケ
イ
電
設

信
光
精
密
株
式
会
社

※
当
会
員

銀
色
有
功
章

令
和
６
年
度 

有
功
会
総
会
に
お
い
て

受
章
さ
れ
た
方
々

（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

新
会
員
の
ご
紹
介


